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保育士・教員養成の現状と課題 
－教育実習生を受け入れる園・学校からの声－ 

 

企画・司会：石上浩美（大手前大学） 企  画：矢野 正（城星学園小学校） 

話題提供：宮前桂子（吹田市立豊津第二小学校） 話題提供：山本淳子＃（大阪キリスト教短期大学） 

話題提供：澤田真弓＃（兵庫大学） 

 

 

企画趣旨 

教育実習は，「学校現場での教育実践を通じて，

学生自らが教職への適性や進路を考える貴重な機

会」であるとともに，「課程認定大学と学校，教育

委員会が共同して次世代の教員を育成する機会」

である。また，小・中学校教員免許状を取得する

ためには，中・高等学校における実習以外に，介

護等体験実習（社会福祉施設；５日間，特別支援

学校;２日間，合計７日間）が義務づけられており，

これらの単位を修得することが，教員免許状の授

与条件となっている。 

教育実習体験は，学生が実践現場を体験しなが

ら，自分の教職適性や将来設計について考える機

会でもあり，教員となるためには必要不可欠な体

験である。しかしながら，養成校・大学教員の実

習に対する認識と，実習生を受け入れる側の園・

校の教員・保育士の実習に対する認識や指導方針

は，必ずしも一致しているとは言えない。 

そこで，本シンポジウムでは，１）保育士養成

校教員による保育実習指導の課題，２)幼稚園教諭

養成校教員による実習成績不振者に対する個別指

導事例，３)小学校教頭による教育実習生に対する

指導，の３つの話題提供の事例を基に，これから

の保育士・教員養成のあるべき姿について，フロ

アを交えた議論から考えてみたい。 

 

話題提供 

保育実習生指導の課題―養成校と保育所から－ 

澤田 真弓 

保育士資格取得のためには，保育所における実

習と，その他の児童福祉施設における実習の両方

を履修しなければならない。本発表では保育所実

習に焦点を当て，養成校と受け入れ保育所，双方

の立場から実習生指導の課題について考察したい。 

 保育士養成は短期大学や専門学校が担うことも

多く，２年制の場合，入学後約半年で最初の実習

を経験することが少なくない。このために，養成

校では入学直後から実習に向けた指導を行うこと

になる。必然的に短期間の指導になる上，受講す

る学生は保育に関する基礎知識を十分習得してい

るとは言いがたい。さらには，社会現場に参画す

るという実習そのものへの意識づけから行わなけ

ればないのが現状である。このような中では，学

生に指導する内容の精選が求められよう。実習指

導に限らず，養成校の全カリキュラムを包括的に

検討し，教育内容を整理しながら，初めての実習

までに最低限習得しておくべき知識や技術を明確

にする必要がある。学生が実習を実りあるものと

し，以後の学習に意欲的に取り組むためにも，実

習前後の指導内容の精選が養成校に課せられた課

題のひとつであると考える。一方、実習生を受け

入れる保育所側は，10 日前後の実習期間中に学生

に経験してほしいことを見極める必要がある。現

在，保育現場では職員の資質向上が大きな課題と

して挙げられている。また，ようやく資格を取得

して保育現場に出ても，短期間で離職する職員が

いることも事実である。実習生の中には「実習で

子どもと関わり，癒されました」という短絡的な

感想を持つ学生がいる。このような現状を踏まえ

つつ，実習の中で何を得てほしいのかを明確にし

て指導することが肝要であろう。保育内容を追究

し，長く務め続ける職員を養成する意味において

も，スタート地点に当たる保育所実習での体験が

大きな意味を持つと考える。 

 

〈練習実習〉による実習成績不振学生の個別指導

の試み              山本 淳子 

本学の幼稚園実習のシステムについて紹介した

い。本学入学後４月から７月までの前期の幼稚園

実習事前指導の授業では講義や演習と並行して，
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学内付属幼稚園において４回の観察実習（ミラー

室よりの観察，うち１日は保育参加）が行われる。

この時期は授業と観察実習を通して，実習に必要

な子どもの発達理解，挨拶や提出期限の順守など

社会人としての態度の育成，保育の記録の作成，

保育用語の確認等，実習に必要な保育に関する知

識や方法などを積み重ねながら育成している。こ

のような準備を経て学外幼稚園に依頼し教育実習

（１）（２）に参加する。９月の４日間の教育実習

(１)では園の様子に慣れ保育者の仕事を把握，1

月，3 週間の教育実習（２）では，責任実習や部

分実習指導に取り組む。教育実習（２）終了後，

学外の実習先から返送された評価表の成績をもと

に一人ひとりの個人面談を行い，事後指導につな

げている。面談によって本人の自己評価を聞き取

り，最終的に幼稚園教育実習の合否を決定するシ

ステムである。評価については実習内容の観点別

評価であり，本学の合格基準以上の評価を得るこ

とを求めるが最終的に当該園の実習担当者所見や

本人との面談結果によって合否を判定している。 

しかしながら本人の一生を左右する幼稚園教諭

免許状取得について，合否の判定は慎重になされ

なければならない。中には実習成績の不振から，

不合格判定となる学生が存在する。しかし可能性

を秘めた学生であるにも関わらず，実習において

本人が力を発揮できなかった原因は様々に考えら

れる。このような状況を踏まえて，本学では教育

実習成績不振学生について，付属の 2 幼稚園に協

力を依頼し，本学独自の〈練習実習〉の設定をし

ている。〈練習実習〉では個々の実習課題を踏まえ

て担当教員が個別指導を行うことで，本人の実習

における課題の克服，すなわち保育力の育成が最

大の目的である。また複数の指導者の評価を資料

とすることによって，教育実習の合否判定の最適

正化を図るとともに，本人が進路選択について熟

考する機会になることも願っている。本発表では

〈練習実習〉に向き合った学生の事例を紹介する。

事例を通して幼稚園教諭を志望する学生を保育者

養成の立場からどのように導いていくべきかとい

う点についてご意見をいただければ幸いである。 

 

小学校における教育実習生の指導―学級崩壊を起

こさない力量を身につける実習を目指してー                    

宮前 桂子 

毎年，卒業生を中心として３名前後の教育実習

生を受け入れている。小学校の教員を目指す学生

は４週間，栄養教諭を目指す学生は１週間である。

教頭である私は，実習生の対応の窓口になること

が多いが，実習を依頼する電話をかけてきたにも

関わらず，「『実習をしなさい』と大学に言われた

から電話をしています」と言って黙ってしまう学

生もあり，主体的に教育実習に取り組もうと思っ

ているのかと心配になることがある。 

 教育実習生を受け入れることは，多忙な現場の

教員にとって「実習生の指導」という仕事が増え

ることを意味する。多忙な中でも子どもたちの成

長に関わる教員という仕事を目指す学生のために，

また，次世代の教員の育成のためにと教育実習生

を受け入れているのが現状である。 

 従来，実習生は授業を参観したり学級経営など

について話を聞いたりした後，自分で学習指導案

を作成し，研究授業を行って実習期間を終えてい

た。このような実習を受けて，初任者として赴任

してきた新任教員が，私の勤務校ではこの４年間

で７人になる。そのうち２名は，１年目で学級崩

壊をおこし，また１名は１学期で自己都合のため

退職している。従来の，ややもすると受身な実習

では，教壇にたつ力量が十分に育成できていない

のではないかという反省のもと，実習生には授業

をする前に子どもたちに「聞く・話す」の指導を

行うことや生徒指導の実際を体験し，自分ならど

う対応するのかを考えさせるように変更した。た

とえば，子どもにとってけんかは日常茶飯事であ

るが，けんかにどう対処し，その保護者にどのよ

うに伝えたらいいのかを考えさせるといった指導

も行っている。今の保護者は，初任者にも 20 年の

経験をもつ教員にも同じ力量を求め，不十分だと

思うと「苦情」という形で初任者の教員に跳ね返

ってくる。保護者対応の力量も教壇に立ったその

時から必要となる。教員としての力量の育成には，

大学などの教員養成機関との連携が一層重要とな

ってくる。生活科や総合の時間についての知識不

足を始め，現場で重視されている「問題解決学習」

や「伝え合いの授業」についても知らないまま，

生徒指導力，学級経営力，コミュニケーション力

に課題を抱えて現場に実習にやってくる学生を，

限られた期間の中でどう指導するのかという試行

錯誤が続いている。 

  

― 149 ― 

  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


